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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 第55期中 第56期中 第55期

会計期間
自　2023年４月１日
至　2023年９月30日

自　2024年１月１日
至　2024年６月30日

自　2023年４月１日
至　2023年12月31日

売上高 (千円) 6,292,287 10,069,291 13,136,644

経常利益 (千円) 84,203 1,000,877 1,035,796

親会社株主に帰属する中間(当期)純
利益

(千円) 13,127 680,364 678,940

中間包括利益又は包括利益 (千円) 13,760 681,218 678,565

純資産額 (千円) 1,975,775 3,151,286 2,642,258

総資産額 (千円) 5,845,723 7,566,406 7,667,146

１株当たり中間(当期)純利益金額 (円) 0.86 44.04 44.19

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 33.8 41.6 34.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △328,720 406,083 1,090,901

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △348,339 59,457 △625,074

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 805,570 △273,078 1,032,696

現金及び現金同等物の
中間期末(期末)残高

(千円) 1,157,667 2,720,143 2,527,681

(注) １．当社は中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．潜在株式調整後１株当たり中間(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．株主資本に自己株式として計上されている「株式給付信託（J-ESOP）」に残存する自社の株式は、１株当た

り中間(当期)純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

４．当社は、2024年４月１日付で株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。そのため、前連結会

計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり中間（当期）純利益金額を算定しておりま

す。

５．第55期は決算期変更により、2023年４月１日から2023年12月31日までの９か月間となっております。

 

２【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した事

業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

（単位:百万円）

 
前中間

連結会計期間

当中間

連結会計期間
増減額

増減率

（％）

売 上 高 6,292 10,069 － －

売 上 総 利 益

(％)

1,880

(29.9)

2,985

(29.6)
－ －

営 業 利 益

（％）

79

(1.3)

1,008

(10.0)
－ －

経 常 利 益

（％）

84

(1.3)

1,000

(9.9)
－ －

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 中 間 純 利 益

（％）

13

(0.2)

680

(6.7)
－ －

（注）売上総利益、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する中間純利益の下段に記載している数値は、それぞれ売

上高に対する割合を示しております。2023年12月期は決算期変更により９か月の変則決算となっております。これ

に伴い、前中間連結会計期間（2023年４月１日～2023年９月30日）と当中間連結会計期間（2024年１月１日～2024

年６月30日）は比較対象期間が異なるため、増減額及び増減率は記載しておりません。

 

当中間連結会計期間における売上高は、100億69百万円となりました。また、売上総利益は29億85百万円、営業

利益は10億８百万円、経常利益は10億円、親会社株主に帰属する中間純利益は６億80百万円となりました。

 

各商材カテゴリー別の売上高につきましては、次のとおりです。

 

（単位：百万円）

 
前中間

連結会計期間

当中間

連結会計期間
増減額

増減率

(％)

リ ア ル イ ベ ン ト 分 野 4,876 8,268 － －

デ ジ タ ル 分 野 448 504 － －

商 環 境 分 野 868 1,134 － －

そ の 他 98 162 － －

売 上 高 合 計 6,292 10,069 － －

（注）前中間連結会計期間（2023年４月１日～2023年９月30日）と当中間連結会計期間（2024年１月１日～2024年６月30

日）は比較対象期間が異なるため、増減額及び増減率は記載しておりません。

 

　リアルイベント分野の売上高は82億68百万円となりました。デジタル分野の売上高は５億４百万円、商環境分

野の売上高は11億34百万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当中間連結会計期間末における資産は、75億66百万円（前連結会計年度末比１億円減）となりました。これは、

受取手形、売掛金及び契約資産が３億95百万円増加した一方、仕掛品が４億28百万円、流動資産その他が１億26百

万円減少したこと等によります。

負債は、44億15百万円（前連結会計年度末比６億９百万円減）となりました。これは、短期借入金が１億70百万

円増加した一方、買掛金が３億59百万円、長期借入金が２億30百万円減少したこと等によります。

純資産は、31億51百万円（前連結会計年度末比５億９百万円増）となりました。これは、親会社株主に帰属する

中間純利益を計上したこと等によります。

 

②キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、４億６百万円の収入となりました。主な要

因としては、売上債権及び契約資産の増減額（△は増加）が３億95百万円、仕入債務の増減額（△は減少）が３億

59百万円減少した一方、税金等調整前中間純利益を10億円計上、棚卸資産の増減額（△は増加）が４億32百万円増

加したことによるものです。

投資活動によるキャッシュ・フローは、59百万円の収入となりました。主な要因としては、有形固定資産の取得

による支出で45百万円減少した一方、敷金及び保証金の回収による収入が１億４百万円増加したことによるもので

す。

財務活動によるキャッシュ・フローは、２億73百万円の支出となりました。主な要因としては、短期借入金の純

増減額（△は減少）で１億70百万円増加した一方、長期借入金の返済による支出２億35百万円、配当金の支払額に

２億13百万円を充てたことによるものです。

この結果、当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物は、27億20百万円となりました。

※2023年12月期は決算期変更により９か月の変則決算となっております。これに伴い、前中間連結会計期間（2023

年４月１日～2023年９月30日）と当中間連結会計期間（2024年１月１日～2024年６月30日）は比較対象期間が異な

るため、前年同期の情報は記載しておりません。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当中間連結会計期間における業績経過および通期業績予想につきましては、本日（2024年８月８日）公表の

「2024年12月期第２四半期（中間期）業績予想ど実績値との差異に関するお知らせ」をご参照ください。

 

（４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当中間連結会計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更

はありません。

 

（５）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末
現在発行数(株)
(2024年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(2024年８月８日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 16,175,520 16,175,520
東京証券取引所

グロース市場

単元株式数

100株

計 16,175,520 16,175,520 － －

(注) 2024年４月17日付で譲渡制限付株式としての新株式発行により53,000株（発行価額34,317千円）増加しておりま

す。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2024年４月１日

（注）１
8,061,260 16,122,520 － 222,543 － 340,041

2024年４月17日

（注）２
53,000 16,175,520 17,158 239,701 17,158 357,200

（注）１．株式分割（１：２）によるものであります。

（注）２．2024年4月17日付で譲渡制限付株式報酬としての新株式発行により53,000株（発行価額34,317千円）増加し

ております。これにより、資本金が17,158千円、資本準備金が17,158千円増加しております。
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（５）【大株主の状況】

  2024年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合(％)

株式会社Ｔ＆Ｐホールディングス 東京都千代田区平河町２－16－２ 5,960,000 37.47

博展従業員持株会 東京都中央区京橋３－１－１ 789,300 4.96

株式会社ティーケーピー 東京都新宿区市谷八幡町８ 620,000 3.90

博展取引先持株会 東京都中央区京橋３－１－１ 471,500 2.96

田口　徳久 東京都千代田区 287,600 1.81

丹野　典子 神奈川県横浜市鶴見区 187,600 1.18

福留　正高 東京都練馬区 138,000 0.87

生島　優 千葉県浦安市 138,000 0.87

日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１－２－10 136,700 0.86

原田　淳 東京都中央区 124,800 0.78

計 － 8,853,500 55.66

 

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2024年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式(自己株式等)  － － －

議決権制限株式(その他)  － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 270,300 － －

完全議決権株式(その他) 普通株式 15,899,400 158,994
権利内容に何ら限定のない当社

における標準となる株式

単元未満株式 普通株式 5,820 － －

発行済株式総数  16,175,520 － －

総株主の議決権  － 158,994 －

（注）「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式66株が含まれております。また、株式給付信託（J-ESOP）の信託財

産として所有する株式422,000株（議決権の数4,220個）につきましては、「完全議決権株式（その他）」の欄に含

めて表示しております。
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②【自己株式等】

    2024年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社博展
東京都中央区京橋

三丁目１番１号
270,300 － 270,300 1.67

計 － 270,300 － 270,300 1.67

(注)株式給付信託（J-ESOP）の信託財産として所有する株式422,000株（議決権の数4,220個）につきましては、上記の自

己株式等の数に含めておりません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間連結財務諸表の作成方法について
当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和51年大蔵省令第28号)

に基づいて作成しております。

また、当社は、連結財務諸表規則第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しおります。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2024年１月１日から2024年６月30

日まで)に係る中間連結財務諸表について、RSM清和監査法人による期中レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

株式会社博展(E05737)

半期報告書

 8/19



１【中間連結財務諸表】

(1)【中間連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年12月31日)

当中間連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,527,681 2,720,143

受取手形、売掛金及び契約資産 2,627,220 3,023,177

仕掛品 848,090 419,635

原材料及び貯蔵品 4,723 435

その他 366,676 240,345

貸倒引当金 △1,435 △1,196

流動資産合計 6,372,956 6,402,542

固定資産   

有形固定資産 652,386 632,101

無形固定資産   

ソフトウエア 80,487 111,492

その他 31,293 300

無形固定資産合計 111,781 111,792

投資その他の資産   

投資有価証券 7,279 7,608

繰延税金資産 125,204 29,108

敷金 395,025 380,887

その他 3,383 3,205

貸倒引当金 △870 △840

投資その他の資産合計 530,023 419,970

固定資産合計 1,294,190 1,163,864

資産合計 7,667,146 7,566,406

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,431,106 1,072,038

短期借入金 30,000 200,000

１年内返済予定の長期借入金 470,106 465,300

リース債務 6,724 5,843

未払法人税等 245,626 253,068

契約負債 308,191 101,744

賞与引当金 266,538 52,677

工事補償引当金 659 91

その他 517,086 761,580

流動負債合計 3,276,039 2,912,345

固定負債   

長期借入金 1,688,100 1,457,500

リース債務 18,594 15,816

退職給付に係る負債 8,443 9,145

株式給付引当金 33,710 17,426

その他 － 2,885

固定負債合計 1,748,849 1,502,774

負債合計 5,024,888 4,415,119

純資産の部   

株主資本   

資本金 222,543 239,701

資本剰余金 338,135 357,270

利益剰余金 2,338,072 2,805,053

自己株式 △259,440 △257,990

株主資本合計 2,639,310 3,144,034

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,947 3,175

その他の包括利益累計額合計 2,947 3,175

非支配株主持分 － 4,076

純資産合計 2,642,258 3,151,286

負債純資産合計 7,667,146 7,566,406
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(2)【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

【中間連結会計期間】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年６月30日)

売上高 6,292,287 10,069,291

売上原価 4,411,420 7,083,809

売上総利益 1,880,867 2,985,482

販売費及び一般管理費 ※ 1,801,413 ※ 1,977,279

営業利益 79,454 1,008,202

営業外収益   

受取利息 24 3

受取配当金 154 144

貸倒引当金戻入額 6,099 272

雑収入 1,683 1,149

営業外収益合計 7,961 1,569

営業外費用   

支払利息 2,796 6,503

雑損失 416 2,391

営業外費用合計 3,212 8,894

経常利益 84,203 1,000,877

特別利益   

固定資産売却益 － 136

特別利益合計 － 136

特別損失   

固定資産売却損 － 222

固定資産除却損 － 0

特別損失合計 － 222

税金等調整前中間純利益 84,203 1,000,791

法人税、住民税及び事業税 32,749 223,750

法人税等調整額 38,326 96,051

法人税等合計 71,076 319,801

中間純利益 13,127 680,989

非支配株主に帰属する中間純利益 － 625

親会社株主に帰属する中間純利益 13,127 680,364
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【中間連結包括利益計算書】

【中間連結会計期間】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年６月30日)

中間純利益 13,127 680,989

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 633 228

その他の包括利益合計 633 228

中間包括利益 13,760 681,218

（内訳）   

親会社株主に係る中間包括利益 13,760 680,592

非支配株主に係る中間包括利益 － 625
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(3)【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前中間純利益 84,203 1,000,791

減価償却費 63,877 62,352

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5,501 △268

賞与引当金の増減額（△は減少） △123,100 △213,860

工事補償引当金の増減額（△は減少） 211 △567

工事損失引当金の増減額（△は減少） 27,541 －

受取利息及び受取配当金 △178 △147

固定資産売却損益（△は益） － 85

固定資産除却損 － 0

支払利息 2,796 6,503

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） 305,232 △395,957

棚卸資産の増減額（△は増加） △698,563 432,713

仕入債務の増減額（△は減少） △163,851 △359,068

未払金の増減額（△は減少） △28,798 △33,294

前払費用の増減額（△は増加） △26,280 △59,828

未払費用の増減額（△は減少） 33,146 115,478

契約負債の増減額（△は減少） 312,193 △206,611

未払消費税等の増減額（△は減少） △95,801 129,528

その他 36,665 157,264

小計 △276,208 635,113

利息及び配当金の受取額 178 147

利息の支払額 △2,807 △7,059

法人税等の支払額 △49,883 △222,117

営業活動によるキャッシュ・フロー △328,720 406,083

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △133,900 △45,287

有形固定資産の売却による収入 － 264

無形固定資産の取得による支出 △51,757 －

敷金及び保証金の差入による支出 △168,781 △2

敷金及び保証金の回収による収入 － 104,482

その他 6,099 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △348,339 59,457

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 942,500 170,000

長期借入金の返済による支出 △55,698 △235,406

リース債務の返済による支出 △3,400 △3,659

自己株式の処分による収入 696 3,004

配当金の支払額 △78,527 △213,317

非支配株主からの払込みによる収入 － 6,300

財務活動によるキャッシュ・フロー 805,570 △273,078

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 128,510 192,462

現金及び現金同等物の期首残高 1,029,156 2,527,681

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 1,157,667 ※ 2,720,143
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【注記事項】

（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

当社は、従業員の帰属意識の醸成や、株価上昇に対する動機づけ等の観点からインセンティブプランの一環とし

て従業員向け報酬制度の株式給付信託（J-ESOP）を導入しております。

 

（１）取引の概要

本制度は、予め当社が定めた株式給付規程に基づき、一定の要件を満たした当社の従業員に対し当社株式を給付

する仕組みです。当社は、従業員に対し勤続年数および資格等級に応じて一定の時期にポイントを付与し、株式給

付規程に定められた条件により受給権を取得したときに当該付与ポイントに相当する当社株式を給付します。従業

員に対し給付する株式については、予め信託設定した金銭により将来分も含め取得し、信託財産として分別管理す

るものとします。本制度の導入により、従業員の株価及び業績向上への関心が高まり、これまで以上に意欲的に業

務に取り組むことに寄与することが期待されます。

 

（２）信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株式とし

て計上しております。前連結会計年度末における、当該自己株式の帳簿価額及び株式数は162,437千円及び425,800

株であります。当中間連結会計期間末における、当該自己株式の帳簿価額及び株式数は160,987千円及び422,000株

であります。2024年４月１日付で株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。そのため、前連結会計

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、自己株式数を算定しております。

 

（譲渡制限付株式報酬）

当社は譲渡制限付株式報酬制度を導入しております。2024年４月17日付で譲渡制限付株式報酬としての新株発行

により発行済株式は53,000株（発行価額34,317千円）増加しております。これにより、資本金が17,158千円、資本

準備金が17,158千円増加しております。

 

（中間連結損益計算書関係）

※販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前中間連結会計期間
（自　2023年４月１日
　　至　2023年９月30日）

　当中間連結会計期間
（自　2024年１月１日
　　至　2024年６月30日）

給料手当 760,613千円 843,354千円

賞与引当金繰入額 20,583千円 33,889千円

退職給付費用 31,100千円 33,389千円

 

（中間連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前中間連結会計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年９月30日）

当中間連結会計期間
（自　2024年１月１日
至　2024年６月30日）

現金及び預金勘定 1,157,667千円 2,720,143千円

現金及び現金同等物 1,157,667千円 2,720,143千円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間連結会計期間(自　2023年４月１日　至　2023年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年５月15日

取締役会
普通株式 78,769 10 2023年３月31日 2023年６月19日 利益剰余金

(注)2023年5月15日開催の取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託（J-ESOP)が保有する自社の株式

に対する配当金2,346千円が含まれております。

当社は2024年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。なお、１株当たり配

当額は当該株式分割前の実際の金額を記載しております。

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

（取締役及び執行役員への譲渡制限付株式報酬の付与）

2023年７月18日付で譲渡制限付株式報酬としての新株式発行により49,160株（発行価額34,117千円）増加

しております。これにより、資本金が17,058千円、資本準備金が17,058千円増加しております。

 

Ⅱ　当中間連結会計期間(自　2024年１月１日　至　2024年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年２月14日

取締役会
普通株式 214,004 27 2023年12月31日 2024年３月７日 利益剰余金

(注)2024年２月14日開催の取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託（J-ESOP)が保有する自社の株

式に対する配当金5,748千円が含まれております。

当社は2024年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。なお、１株当たり配

当額は当該株式分割前の実際の金額を記載しております。

 

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となる

もの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年８月８日

取締役会
普通株式 127,241 8 2024年６月30日 2024年８月26日 利益剰余金

(注)2024年８月８日開催の取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託（J-ESOP)が保有する自社の株

式に対する配当金3,376千円が含まれております。

当社は2024年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。なお、１株当たり配

当額は当該株式分割後の実際の金額を記載しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、「エクスペリエンス・マーケティング事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しており

ます。

 

（収益認識関係）

当社グループの売上高は、主に顧客との契約から認識された収益であり、当社グループの報告セグメントを財

又はサービスの種類別に分解した場合の内訳は、以下のとおりです。

 

前中間連結会計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

（単位：千円）

 エクスペリエンス・マーケティング事業

リ ア ル イ ベ ン ト 分 野 4,876,825

商 環 境 分 野 868,692

デ ジ タ ル 分 野 448,049

そ の 他 98,721

顧 客 と の 契 約 か ら 生 じ る 収 益 6,292,287

そ の 他 の 収 益 －

外 部 顧 客 へ の 売 上 高 6,292,287

 

当中間連結会計期間（自　2024年１月１日　至　2024年６月30日）

（単位：千円）

 エクスペリエンス・マーケティング事業

リ ア ル イ ベ ン ト 分 野 8,268,032

商 環 境 分 野 1,134,746

デ ジ タ ル 分 野 504,088

そ の 他 162,424

顧 客 と の 契 約 か ら 生 じ る 収 益 10,069,291

そ の 他 の 収 益 －

外 部 顧 客 へ の 売 上 高 10,069,291
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（１株当たり情報）

１株当たり中間純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前中間連結会計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

当中間連結会計期間
(自　2024年１月１日
　至　2024年６月30日)

１株当たり中間純利益金額 0円86銭 44円04銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する中間純利益金額(千円) 13,127 680,364

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

中間純利益金額(千円)
13,127 680,364

普通株式の期中平均株式数(株) 15,334,946 15,449,847

(注)１．潜在株式調整後１株当たり中間純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．株主資本に自己株式として計上されている「株式給付信託（J-ESOP）」に残存する自社の株式は、１株当たり中

間純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式（前中間連結会計期間430,200株、当

中間連結会計期間422,000株）に含めております。

３．2024年４月１日付で株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。そのため、前連結会計年度の期首

に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり中間純利益金額及び普通株式の期中平均株式数、自己株式数を

算定しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

（1）期末配当

2024年２月14日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

①配当金の総額　214,004千円

②１株当たりの金額　27円00銭

③支払請求の効力発生日及び支払開始日　2024年３月７日

（注）2023年12月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。また、当社は2024年

４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。なお、１株当たり配当額は当該

株式分割前の実際の金額を記載しております。

 

（2）中間配当

2024年８月８日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

①配当金の総額　127,241千円

②１株当たりの金額　８円00銭

③支払請求の効力発生日及び支払開始日　2024年８月26日

（注）2024年６月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の中間連結財務諸表に対するレビュー報告書  

 

2024年８月８日

株式会社　博　　　　展

取締役会　　御　中

 

RSM清和監査法人

東京事務所

 

 
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 藤本　亮

 

 
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 小菅　義郎

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社博展の

2024年１月１日から2024年12月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2024年１月１日から2024年６月30日まで）

に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結包括利益計算書、中間連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る企業会計の基準に準拠して、株式会社博展及び連結子会社の2024年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了す

る中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な

点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載され

ている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、

監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 

中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間連結財務諸表を作成し適

正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財務諸表を作成し適正に表示す

るために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を

開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

 

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手続

を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の

財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認めら
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れる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、

継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間連結財務諸表の注記事項

に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間連結財務諸

表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに

入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠していな

いと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間連結財務諸表の表示、構成及び内

容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかど

うかを評価する。

・中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の結論

に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以   上

 

(注) １．上記は期中レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(半期報告書提

出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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